
外国にルーツをもつ児童生徒への支援・指導に役立つホームページを

紹介させていただきます。

ぜひ、ご活用ください。

〇 「外国人児童生徒受入れの手引 改訂版」   

【文部科学省】

〇 「かすたねっと」

【文部科学省】

〇 「外国人児童生徒等教育に関する動画コンテンツ」  

【文部科学省】

〇 「ＤＬＡ（外国人児童生徒のための JSL対話型アセスメント）」   

【文部科学省】

〇 「ぐんまの外国につながる子供たちの

学び応援サイト ハーモニー」

【群馬県総合教育センター】

〇日本語指導ハンドブック

【東京都教育委員会】

〇 外国人児童生徒教育資料

【豊橋市教育委員会】

〇岩倉市日本語適応指導教室

【岩倉市教育委員会】

〇 外国人児童生徒指導資料

【愛知県教育委員会】
〇 「やさしい日本語」の手引き

【愛知県社会活動推進課多文化共生推進室】

〇 母語教育サポートブック『KOTOBA』

【愛知県社会活動推進課多文化共生推進室】

〇 外国人児童生徒支援

【愛知教育大学 外国人児童生徒支援リソースルーム】

〇 民間団体検索

【公益財団法人愛知県国際交流協会】

事例集「はじめの一歩」を御活用いただき、誠にありがとうございます。

この事例集を、さらにより良いものにしていくため、現在紹介している Web サイトのリン

ク切れや、掲載するとよい Web サイトの紹介、愛知県内の小中学校等が参考にできる事

例の紹介等がございましたら、右の二次元コードから御連絡をお願いいたします。

愛知県教育委員会 義務教育課

ホームページ紹介

愛知県義務教育問題研究協議会

愛 知 県 教 育 委 員 会

令和６年３月

パンフレット版

愛知県では、外国にルーツをもつ児童生徒が増加傾向にあります。

児童生徒の使用言語も多様化し、集住地域だけでなく、これまで外国人児童生徒等がい

なかった地域にも、新たに編入・転入するケースが増えています。

外国人児童生徒等を学校に迎えることは、在籍する児童生徒や、先生方が多様な価値観

や文化を知り、大きく成長できるチャンスです。

県内の小中学校では、外国にルーツをもつ児童生徒への支援・指導を進めるために、さま

ざまな工夫を行っています。事例集「はじめの一歩」には、外国にルーツをもつ児童生徒・保

護者に対する２１例の取組事例を掲載しました。

パンフレット版「はじめの一歩」は、外国にルーツをもつ児童生徒を迎え入れる際の、様々

な疑問を取り上げ、その解決に向けたヒントをまとめた事例集「はじめの一歩」につなぐこと

をねらいとしています。

初めて外国にルーツをもつ児童生徒を迎え入れる先生方はもちろん、これまで支援・指導

にあたってきた先生方にも、ぜひ手に取っていただき、支援・指導の在り方について、考えを

広げたり、深めたりしていただきたいと思います。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/002/1304668.htm
https://casta-net.mext.go.jp/
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003_00004.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm
https://www.pref.gunma.jp/site/harmony/175403.html
https://www.pref.gunma.jp/site/harmony/175403.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/japanese/handbook.html
http://www.gaikoku.toyohashi.ed.jp/
http://www.iwakura.ed.jp/nihongo/frame.htm
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/gimukyoiku/gaikokujinsidousiryou.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/0000059054.html
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/0000060441.html
https://resource-room.nihongo.aichi-edu.ac.jp/
https://www2.aia.pref.aichi.jp/aiawp/organization/


事例１ 受入れ体制づくり

学校全体として、どのような準備が必

要ですか？

外国人児童生徒を受け入れる体制づくりは、

どのように進めればよいですか？

また、担任や日本語指導担当には、それぞれ

どのような準備が必要ですか？

外国人児童生徒受入れ参考リンク

・「外国人児童生徒受入れの手引 改訂版」

【文部科学省】

〇 外国人児童生徒を円滑に受

入れ、教育活動を展開するう

えで参考になる資料

・「相談員のための多文化ハンドブック

＝子どもの教育 編＝」

【公益財団法人 愛知県国際交流協会】

  〇 さまざまな国の学校制度等を

紹介する、外国人児童生徒の

文化的な背景を理解するうえ

で参考になる資料

事例２ 担任の準備

担任として、どのような準備が必要で

すか？

学校生活初日の出会い
を大切にするために準
備を進めました。

事例３ 日本語指導担当の準備

日本語指導担当として、どのような準

備が必要ですか？

日本語指導を行う環境
を整えました。

受入れ準備

市の教育委員会から、教務主任に外国人児童編入の連絡がありました。

小学校４年生の児童が、外国からやって来ますが、本人も保護者も、日本に来たばかりで

全く日本語が話せないそうです。

本校は外国人児童を受け入れたことがなく、まだ受入れ体制ができていません。

教職員が自分の役割を
認識し、連携して取り
組みました。

こんなことをやってみました こんなことをやってみました

こんなことをやってみました

詳しい内容を知りたいときは、

二次元コードか検索ボタンから

事例集にジャンプしてください。

事例１8 悩み相談

中学校２年生のＡさん（９月編入）に
ついてです。編入後、しばらくは周りの
生徒が話しかけ、友達の輪の中にいる姿
がみられました。しかし、３ヶ月ほど経
った現在は、一人でいることが多いよう
です。さまざまな教員が、「大丈夫？」と
声をかけると、「はい、大丈夫」と言うも
のの、表情は暗いままです。
本人や周りの生徒に、どのような支

援・指導を行えばよいですか？

事例 19 学級での関係づくり

中学校１年生のＡさん（９月編入・ひ
らがなを読むことができるが意味の理
解はできていない）に対して、受入れ側
の生徒も話をしたいが、話をすることが
できず困っています。
Ａさんが周りの生徒との関係を築く

ために、どのような支援を行えばよいで
すか？

事例 20 友達とのトラブル

小学校５年生のＡさん（４年秋編入、
単語１～２個をつなげて話す程度の日
本語を習得）がきっかけとなるトラブル
が多く、毎日周りの児童が苦情を訴えま
す。このままＡさんが自分の気持ちを表
現することができずに手を出してしま
う状況が続き、大きなトラブルになって
しまうことが心配です。
Ａさんや周りの児童に、どのような支

援・指導を行えばよいですか？

外国人児童生徒の居場所づくり絆づくりを進めていく

ためには、どのようなことが必要ですか？

事例 21 アイデンティティーを確立する

小学校６年生のＡさん（日本生まれ、
日本育ちの外国籍）についてです。就学
前から日本人の子供たちと教育を受け
てきたため、言語の不自由さは感じてい
ませんでした。しかし、自分の母国に自
信をもつことができないため、自分の大
切なルーツを隠してしまう傾向があり
ます。
本人がアイデンティティーを確立す

るためには、どのような支援・指導が必
要ですか？

事例１７ 家庭内でのコミュニケーション

小学校５年生のＡさん（３年前に編入・外国と日本のダ
ブル国籍、家庭ではカタコトの日本語で会話）の保護者か
ら「子供は日本語を話せるようになってきたが、母語を忘
れてきているため、家庭内での親子の深いコミュニケー
ションが難しくなっている」と相談を受けました。
児童や保護者に、どのような働きかけが必要ですか？

母語相談員に面談
に入ってもらい、
保護者と児童が抱
えている悩みを把
握しました。

共生・アイデンティティー

こんなことをやってみました

こんなことをやってみました
こんなことをやってみました

こんなことをやってみました

こんなことをやってみました

母語相談を行い、思い
を聞き取りました。

生活の中で楽しく関係性を
育むために意図的に言語以
外の関わりを設けました。

ワールドウィークを行い
ました。

児童Ａの母語で思いを聞き
取り、周りの児童の対応改
善を図りました。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/002/1304668.htm
https://www2.aia.pref.aichi.jp/sodan/j/manual/manual.html
https://www2.aia.pref.aichi.jp/sodan/j/manual/manual.html
https://drive.google.com/file/d/1TydvEtJwWEo9LcrV3L8DqjLYHOoIZUWm/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Hx4ayF3R03yfw5CxPvPWFv-5UKGRlTUW/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1pgDEuHunNyeYl0Mn_cxKUT7ypSgIbCGy/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1JAdNloM_o5Zz_vqp71MBRQHofqVGOJvp/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1T7E0B-n_H79jOm5Nxtxa7ceoo1cftRJa/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1eVlb7LLHkIS9VwSg5rAH8M5dQP_7vle-/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1NBMAq3o06Zq0y_Aurh-TkoaekeCKGPlN/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xs9op8PuGCvno_Nv-043IrZOhfrYpk7J/view?usp=sharing


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例 14 家庭との連絡方法 
 
 

小学校４年生のＡさん（編入後３か月

経過・挨拶程度の日本語を習得）の保護

者に連絡をしても、なかなか電話に出て

もらえません。電話がつながっても、言

葉の壁があり、伝えたいことがうまく伝

わりません。普段はもちろんですが、緊

急連絡時が心配です。 

保護者と連絡を取り合うよい方法は

ありませんか？ 

事例 15 保護者の学校参加  
 
 

中学校２年生のＡさん（編入後１年経

過）は、すっかり日本の学校に慣れ、生

き生きと生活しています。しかし、日曜

日の授業参観や体育祭に保護者が参加

してくれないため、寂しい思いをしてい

ます。 

保護者の方に学校行事等に参加して

もらうためには、どのような言葉がけが

必要ですか？ 

事例 16 進路相談の進め方 
 
 

進路相談を進めていますが、中学校２

年生のＡさんも保護者も具体的な進路

を思い描くことができません。 

どのように進路相談を行う必要があ

りますか？ 

また、外国にルーツをもつ生徒の進路

選択について、具体的な事例を紹介した

くても情報がありません。どうすれば情

報を得ることができますか？ 

 

保護者の理解と協力を得ながら教育活動を 
進めていくうえで、どのようなことに気を付 

ければよいですか？ 

 
 

保護者へのお知らせ参考リンク 

・『学校からのお知らせ「やさしい日本語」例文集』 

【熊本市外国人総合相談プラザ】 

〇 学校から家庭への文書(「入

学式の案内」「修学旅行のお

知らせ」等)の文例を、やさしい

日本語で紹介 

・『多言語用語集』 

【熊本市外国人総合相談プラザ】 

〇 学校でよく使われる単語を、や

さしい日本語、英語、簡体字、

繁体字、ベトナム語、ネパール

語、インドネシア語で紹介 

保護者との連携 

こんなことをやってみました 

こんなことをやってみました 

こんなことをやってみました 

なぜ参加できなのか、
文化的背景に目を向け
たうえで対応を行いま
した。 

 

日本の教育制度を説明した
り、外部の団体と連携して
情報を集めたりしました。 

 

保護者に連絡方法を選択し
てもらい、言葉の壁を低く
する工夫をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

事例４ 面談で聞き取ること  
 
 

外国より、小学校３年生に編入があり

ます。児童はもちろん、保護者も全く日

本語が話せません。 

受入れ時の面談では、何をどのように

聞き取ることが大切ですか？ 

受入れ時の面談は、どのようなことに 

気を付ければよいですか？ 

事例５ 面談で伝えること 
 
 

外国より、中学校２年生に編入があり

ます。本人はもちろん、保護者も日本語

が話せません。また、初めての日本の学

校ということで、日本の中学校のことを

全く知りません。 

面談では、何をどのように伝えればよ

いですか？ 

面談時 便利シート 

画像や映像で学校の様子
を伝えました。 

 

【下記の文書データをダウンロードして活用してください。】 

「聞き取りシート」 「転入・編入チェックリスト」 

 

編入・転入時の面談 

こんなことをやってみました 

こんなことをやってみました 
聞き取りシート等を活
用し、温かい雰囲気で
面談を行いました。 

面談時に聞き取る内容をまとめたシート 
【wordデータ（A4 １枚）】 

面談時に行うことのチェックリスト 
【wordデータ（A4 ２枚）】 

https://drive.google.com/file/d/1yDZJsE6_jEcJ7C8YWVgzAH31Zp_YUV61/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1GcXwlG2y3K9caC5VoRINuBUR80txL30M/view?usp=sharing
https://www.kumamoto-if.or.jp/plaza/kiji0031568/index.html
https://www.kumamoto-if.or.jp/plaza/kiji0031529/index.html
https://drive.google.com/file/d/1n07g5RbtHURv0J7dDbCSPkakNC4cxJZe/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1MJIEtQVYEsMTP4y4gziCsFnrtoGEyj3z/view?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1FICI3HGZQA9RosHgS_8L_6xIW_LdIwce/edit?usp=sharing&ouid=109428701426427774569&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/document/d/1LxQGePXLRZVXbbghBb_GVQXig60ZSEqZ/edit?usp=drive_link&ouid=109428701426427774569&rtpof=true&sd=true
https://drive.google.com/file/d/1JRubmsxs5GZWcFlsx-mqKdm9KQsLIn1y/view?usp=sharing


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例７ 日本語指導の内容 
 
 

勤務する小学校には、日本語の習得状

況や年齢が異なる複数の外国人児童が

在籍しています。 

どのような内容の日本語指導を行え

ばよいですか？ 

事例６ 日本語指導教室の運営   
 
 

来日して間もない中学校２年生のＡ

さんのために、持ち時間の少ない何人か

の教員が日本語指導担当として指導に

当たっています。複数名で指導を行って

いるため、同一の指導が難しい状態で

す。日本語指導を担当する教員たちも

「何をしたらいいの？」と不安を抱えて

います。 

連携して指導を進めていくためには、

どのようにすればよいですか？ 

事例８ 教科の学習等での支援   
 
 

小学校３年生のＡさん（外国籍）は、

日常会話に支障がなく、友達と仲良く遊

んでいるため、問題がないように見えま

す。しかし、教科の学習で読んだり書い

たりすることが苦手で、授業も理解でき

ていないようです。 

どのような支援・指導を進めればよい

ですか？ 

 

どのような体制で、どのような内容の 

日本語指導を行えばよいですか？ 

事例９ 日本語学習の大切さ  
 
 

小学校５年生のＡさん（２年生時に編

入・本校で３年経過）についてです。５

年生になって、日常のコミュニケーショ

ンがとれるようになってきたため、本人

としては日本語学習の必要性を感じて

いません。 

日本語学習の大切さを伝えるために

は、どのようにすればよいですか？ 

 

  

  

日本語指導・教科指導 

こんなことをやってみました 

こんなことをやってみました 

こんなことをやってみました こんなことをやってみました 

日本語指導用交換ファ
イルを作り、活用しま
した。 

 

 

 

在籍期間や日本語習得
状況等を考慮し、一人
一人に合った学習内容
を指導しました。 

教材を工夫したり、日
常生活で日本語に触れ
る機会を多く設定した
りしました。 

 

 

 

日本語指導担当として
児童の「話す・読む・
書く・聴く」の力を見
立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例 10 在籍学級での授業 
 
 

小学校４年生のＡさん（編入後３か月

経過）についてです。取り出しで授業を

行っていますが、体育や図工、音楽等に

ついては、在籍学級で授業を受けていま

す。しかし、在籍学級の授業では、言葉

の問題もあり、理解できない様子です。 

どのように授業を進めていけばよい

ですか？ 

事例 11 授業に参加するための支援  
 
 

中学校２年生のＡさん（編入後３か月

経過）についてです。中学校１年生まで

の学習内容については母国で習得して

きていますが、言葉の壁があり、授業に

参加したくても参加できない状況です。 

授業に参加できるようにするために

は、どのような支援が必要ですか？ 

事例 13 特別支援教育 
 
 

小学校５年生Ａさん（外国籍・８歳で

来日）が転入してきました。Ａさんは、

両親の仕事の関係で２回の国内転居を

しており、本校は３校目になります。簡

単な日常会話はできます（家庭では母語

で会話）。初めの２週間は落ち着いてい

ましたが、他の児童とのトラブルや、学

習に対する後ろ向きな姿が目立つよう

になりました。 

Ａさんが抱えている課題は、発達の特

性によるものだと感じています。どのよ

うに支援・指導を進めればよいですか？ 

事例１2 学習意欲を向上させる支援   
 
 

小学校５年生のＡさん（４年時編入・

日常会話程度の日本語）についてです。

子供同士でコミュニケーションはとれて

いますが、在籍学級での教科学習内容の

理解が難しくて授業に集中できていませ

ん。そのため、授業中に寝てしまうこと

があったり、欠席が増えたりしています。 

前向きに学習に取り組むためには、ど

のような指導・支援が必要ですか？ 

日本語が理解できていない児童生徒に、どのように 

教科指導を進めていけばよいですか？ 

 

 
 

 

こんなことをやってみました 

こんなことをやってみました 

こんなことをやってみました 

こんなことをやってみました 

活躍できる場を授業の
中に設定しました。 

 

 

 

母語で学習した内容が生か
せるように、支援員や教員
がチームで対応しました。 

教職員が連携し、意欲
的に取り組める環境等
を整えました。 

 

 

まずは児童の困り感を
把握しました。 

 

 

 

https://drive.google.com/file/d/1SMgZCc9eacV9XZEaORGYpvq3z86LAtSm/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1NiSQdlXTeUmve0Ctts4gmbGKf00ATojM/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1iUQBADM7lKCsIudXhFCD-V34ZyLdneMN/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18iohgsQFbJaa5Eq3IWVNmqRnnzFkpNbt/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1X2JAcLthCPNXOgMhIVwugJOC6ahwnY-s/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18PWyUYsbXSYW90lzdJM2IDZV_KUMsZGk/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1kzjtwo8WfmV2_VQOlyHXXcb0sqIr0jxO/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/16boZMzOnYIYOSZ2O-1rBTNr7EibMknwb/view?usp=sharing

